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「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」な「
ア
ー
ト
」を
体
験
で
き
る
場

《Love  Stone  Project ―
 N
O
-M
A

》

文：横井悠（本展担当学芸員）

レポート❶

展 会

戸谷誠の展示風景

上土橋勇樹の展示風景
展示チーム：株式会社デンキトンボ、西野裕貴、横井悠

並
行
世
界
の
歩
き
方

上
土
橋
勇
樹
と
戸
谷
誠

2023年7月29日（土）～9月18日（月・祝）

〈主催〉 ボーダレス・アートミュージアムNO-MA
　　　  社会福祉法人グロー～生きることが光になる～
〈後援〉 滋賀県、滋賀県教育委員会、
　　　 近江八幡市、近江八幡市教育委員会
〈協力〉 近江八幡観光物産協会、しみんふくし滋賀、
　　　 マエダクリーニング仲屋店、やまなみ工房

場でした。「ただ磨くだけでい
い」というのも、それまでアート
に触れてこなかった人や、敷居
の高さを感じていた人たちに
とって、アートとの距離がぐっ
と近くなるきっかけになった気
がします。
「ユニバーサル」な「アート」、
そして「アート」を「ユニバーサ
ル」に。そんな２つの意義を感
じられるイベントになったので
はないでしょうか。皆さんが磨
いたこの石はNO-MAの中庭
に飾られています。磨いてくれ
たみなさん、ぜひ「これ、私が磨
いたやつ」と言いにＮＯ-ＭＡ
に来てくださいね。お待ちして
おります。

触の祭典「ユニバーサル・
ミュージアム さわる！めぐる物
語」の関連イベントとして「ギャ
ラリーツアー」、「映画『手でふ
れてみる世界』上映会＆アフ
タートーク」、「音にさわる演奏
会」、「Love Stone Project ― 
NO-MA」、「自分だけの鈴を
つくろう」、「NPO法人しが盲
ろう者友の会と学生とともにつ
くるワークショップ」の６つを開
催しました。そのなかで「Love 
Stone Project ― NO-MA」
についてお伝えします。
Love Stone Projectは作

家の冨長敦也さんが世界中の
様々な土地に赴き、その土地

の人たちと一緒に、その土地の
石をつるつるに磨くプロジェク
トです。今回は全３回の企画
で１回目と３回目は地域に根
付いたマルシェ「スワイバザー
ル」で開催しました。
展覧会の会場であるまちや

倶楽部に置かれていた沓石を
使用しました。まちや倶楽部は、
古い酒蔵を改装した複合施設
で、酒造りで使用した石が当時
のまま残されていました。イベ
ントをする土地の石を使うのも、
Love Stone Projectの特徴の
一つです。冨長さんが加工して
少し縦長のハート型になった石は、
さわるとかなりごつごつ、ざら

ざらした感触で、本当にこれが
つるつるになるのかと思うほど。
イベント当日、冨長さんは石

を磨きながら「石磨きおじさん
です！一緒に石磨きません
か？」と道行く人に声をかけて
いました。「石磨きおじさん」に
声をかけられて戸惑う人もいま
したが、「石を磨く」という言葉
に子どもたちが興味を持って参
加してくれました。やすりに水
を付けて夢中で磨いている姿
を見て、大人も「やってみよう」
と少し遠慮がちに磨き始めま
す。「これ、終わりがわからない
ですね」と笑顔を見せてくれる
人もいました。他にも「最後はこ
の石がつるつるになりますよ」
と聞いて興味を持つ人、磨きは
しないけど見ている人、１歳の
赤ちゃん、旅行で来ている大学
生、「1回目が楽しくてまた来ま
した」と2回目にも参加してくれ
た人など。いろいろな人が石の
まわりに集まって一緒に磨いて
いる光景は、性別、年齢、障害
の有無などを問わず、「誰でも」
参加できる、まさに「ユニバー
サル」な「アート」を体験できる

　

カ
チ
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チ
カ
チ
カ
チ
…
…
、P
C
を

タ
イ
ピ
ン
グ
す
る
音
声
に
誘
わ
れ
て
暗

い
展
示
室
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、突

如
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
や
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
な
ど
数
多
の
情
報
が
目
に
飛
び
込

ん
で
く
る
。壁
面
を
覆
う
印
刷
物
。そ
の

上
に
投
影
さ
れ
る
元
デ
ー
タ
や
音
。さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
重
な
り
合
う
こ
と
で

複
雑
な
レ
イ
ヤ
ー
や
リ
ズ
ム
を
生
み
出

し
、ま
る
で
現
実
と
並
行
し
て
存
在
す

る
別
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
か
の
よ
う
な

感
覚
を
呼
び
起
こ
す
。

　

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
す
べ
て
、キ
ー

ボ
ー
ド
を
打
つ
人
物
で
あ
る
上
土
橋
勇

樹
に
よ
る
も
の
。彼
は
小
学
生
の
こ
ろ

に
P
C
と
出
会
っ
て
以
降
、今
日
に
至

る
ま
で
、現
実
に
は
な
い
架
空
の
洋
書

の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
や
人
名
を
羅
列
し
た

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
を
作
り
続
け
て

き
た
。そ
の
制
作
ス
ピ
ー
ド
は
凄
ま
じ

く
、P
C
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
は
、過

去
に
作
ら
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の

フ
ァ
イ
ル
が
蓄
積
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。

本
展
で
は
会
場
中
央
に
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
し
、上
土
橋
が
実
際
に
使
用
す
る

P
C
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、制
作

の
瞬
間
を
ラ
イ
ブ
で
公
開
し
た
。作
る

過
程
を
知
り
、会
場
を
め
ぐ
る
こ
と
で
、

過
去
か
ら
現
在
へ
と
つ
な
が
る
上
土
橋

の
一
貫
し
た
ス
タ
ン
ス
や
、留
ま
る
こ

と
な
く
拡
張
し
続
け
る
世
界
の
在
り
よ

う
が
少
し
ず
つ
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
ら
し
い

上
土
橋
の
1
階
展
示
室
と
は
対
照
的
に
、

２
階
展
示
室
で
は
、戸
谷
誠
の
肉
筆
に
よ

る
絵
が
空
間
を
明
る
く
彩
っ
た
。戸
谷
作

品
の
多
く
は
、幻
想
的
な
風
景
を
バ
ッ
ク

に
、女
性
た
ち
が
穏
や
か
な
微
笑
み
を

浮
か
べ
る
。彼
女
ら
は
と
き
に
4
つ
の

目
を
持
ち
、と
き
に
後
光
が
差
す
な
ど
、

絵
の
な
か
で
象
徴
的
に
描
か
れ
る
。そ

の
周
り
で
は
得
体
の
知
れ
な
い
生
き
物

が
お
茶
ら
け
て
い
る
が
、

そ
の
存
在
が
彼
女
ら
の
視

界
に
入
る
こ
と
は
な
い
。

「
ど
の
よ
う
な
絵
に
な
る

か
は
、描
い
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
」

　
戸
谷
は
60
年
に
も
及
ぶ

画
業
の
な
か
で
、刹
那
的

に
現
れ
る
脳
内
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
続
け
て
き
た
。そ

れ
ら
は
彼
の
ア
ト
リ
エ
で

山
の
よ
う
に
蓄
積
し
て
い
る
。ま
た

日
々
多
く
の
作
品
を
描
く
一
方
、戸
谷

は
何
年
も
か
け
て
そ
れ
ら
の
複
製
や
加

筆
修
正
を
行
う
。そ
れ
が
特
に
如
実
な

の
は
絵
巻
物
の
制
作
だ
。過
去
に
描
い

た
図
柄
を
部
分
的
に
ト
レ
ー
ス
す
る
こ

と
を
繰
り
返
し
、ト
レ
ー
ス
し
た
図
柄

と
図
柄
の
隙
間
を
別
の
要
素
で
つ
な
ぎ

目
な
く
な
じ
ま
せ
る
と
い
う
方
法
で
、

こ
れ
ま
で
61
巻
の
絵
巻
物
を
制
作
し
て

き
た
。1
9
6
8
年
に
描
き
始
め
た
第

1
巻
の
修
正
は
今
も
な
お
続
い
て
お
り
、

そ
の
制
作
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と

は
お
そ
ら
く
な
い
。

　

本
展
で
は
、上
土
橋
勇
樹
と
戸
谷
誠

と
い
う
二
人
の
作
家
を
、「
並
行
世
界
＝

パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
」へ
の
２
通
り
の

導
き
手
と
し
て
紹
介
し
た
。こ
の
二
人

は
作
風
も
表
現
方
法
も
対
照
的
だ
。し

か
し
、根
本
的
な
部
分
で
通
底
し
て
い

る
と
感
じ
る
。そ
れ
は
現
実
と
は
異
な

る
場
所
に
も
う
一
つ
の
世
界
を
作
り
、

拡
張
し
、そ
し
て
決
し
て
終
わ
ら
な
い

こ
と
。そ
ん
な
彼
ら
の
作
品
を
観
る
と

い
う
行
為
は
、き
っ
と
彼
ら
が
遊
泳
す

る
各
々
の
宇
宙
空
間
を
、ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
の
分
厚
い
窓
ガ
ラ
ス
越
し
に

た
だ
静
か
に
眺
め
る
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
。誰
の
も
の
で
も
誰
の
た
め
で

も
な
い
一
人
だ
け
の
表
現
。上
土
橋
と

戸
谷
に
よ
る
果
て
な
い
制
作
の
歩
み
は
、

「
私
た
ち
の
内
に
も
並
行
世
界
が
あ
る
」

と
想
像
す
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
る
。

１つの石のまわりに
集まる人たち

ぴかぴかに磨かれたLove Stoneは
ＮＯ‒ＭＡの中庭に展示しています

くついし
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ス
タ
イ
ル

地域の人たちが気軽に訪れる作業所を目指して

社会福祉法人 おうみ福祉会

おうみ作業所・きみいろ 統括施設長 野村 真愛 氏
聞き手：白井 文佳（自立生活支援員） ／ 文：赤澤誉四郎（自立生活支援員）

「
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み
い
ろ
」カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
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2
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2
3
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5
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開
設
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「D
en-en

マ
ル
シ
ェ
」を
楽
し
む
地
域
の
皆
さ
ん

（
2
0
2
3
年
12
月
）
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展 会

〈ユニバーサル・ミュージアム展監修者〉
広瀬 浩二郎（国立民族学博物館 教授）

〈聞き手〉 石田 瞳
　　　　  （社会福祉法人グロー/本展担当者）

〈編集〉 赤澤 誉四郎（社会福祉法人グロー）

触の祭典「ユニバーサル・
ミュージアムさわる！めぐる物語」
2023年10月7日（土）～12月17日（日）

〈主催〉 ボーダレス・アートミュージアムNO-MA
社会福祉法人グロー～生きることが光になる～

〈後援〉 滋賀県、滋賀県教育委員会、
近江八幡市、近江八幡市教育委員会

2
0
2
3
年
秋
、Ｎ
Ｏ
-Ｍ
Ａ
で
は
2
0
2
1

年
に
国
立
民
族
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

さ
わ
る
！〝
触
〞

の
大
博
覧
会
」の
コ
ン
セ
プ
ト
を
継
承
し
、「
触

の
祭
典『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

さ

わ
る
！
め
ぐ
る
物
語
』」展
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、本
展
監
修
者
の
広
瀬
浩
二
郎
さ
ん

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

な
ぜ
、「
さ
わ
る
」こ
と
が
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
の
か

●石
田 

本
展
で
は
作
品
を
す
べ
て
さ
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。な
ぜ「
さ
わ
る
」こ
と

が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
の
で
し
ょ
う
か
？

●広
瀬 

視
覚
障
害
者
の
僕
が「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
」と
い
う
と
、「
こ
れ
は
障
害
者
対

応
な
ん
で
す
か
？
」と
思
わ
れ
が
ち
で

す
。そ
う
す
る
と
、「
視
覚
障
害
者
対
応

だ
け
で
い
い
ん
で
す
か
？
」と
言
わ
れ

る
。僕
は
障
害
種
別
に
対
応
し
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
を
実
現
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
く
て
、視
覚
障
害
当
事
者
発
の「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
」を
ず
っ
と
提
案
し
て
い

る
ん
で
す
。聴
覚
障
害
版
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
、肢
体
不
自
由
の
人
が
提
案
す
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
が
あ
る
こ
と
が
自
然
だ
と

思
い
ま
す
。

　
人
間
に
は
五
感
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
け
れ
ど
、目
、耳
、鼻
、口
は
す
べ
て

顔
に
集
ま
っ
て
い
る
。一
方
、触
覚
は

全
身
に
分
布
し
て
い
ま
す
。足
で
さ

わ
っ
て
も
い
い
し
、体
で
ふ
れ
て
も
い

い
。僕
は
、「
触
覚
」を
説
明
す
る
と
き

に
、あ
え
て「
触
角
」と
い
う
字
を
使
う

ん
だ
け
ど
、人
間
っ
て
本
来
、真
っ
暗

な
夜
道
で
も
灯
り
な
し
で
歩
け
る
と

か
、全
身
に
触
角（
＝
セ
ン
サ
ー
）を

持
っ
て
い
た
は
ず
な
ん
で
す
。そ
れ
が
、

便
利
な
時
代
に
な
っ
て
、セ
ン
サ
ー
を

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。進
化
の

歴
史
の
な
か
で
失
っ
た
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
る
ん
で
す
。ち
ょ
っ
と
壮
大
な

話
で
す
が
、そ
の
セ
ン
サ
ー
を
取
り
戻

す
の
が
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●石
田 

今
回
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
展
が
N
O
-M
A
で
開
催
さ
れ
た

意
義
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●広
瀬 

N
O
-M
A
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

僕
が
追
求
し
て
き
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

と
す
ご
く
近
い
も
の
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。展
覧

会
で
は
、そ
の
土
地
、そ
の

空
間
に
あ
っ
た
配
置
を
す

る
わ
け
で
す
が
、町
屋
を
改

修
し
た
空
間
に
横
井
学
芸

員
が
本
当
に
上
手
に
作
品

を
展
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

靴
を
脱
い
で
、な
ん
だ
か
親

　1987年に開所したおうみ共同作業
所は、当時から重い障害のある利用者
が多く通う障害者支援施設でした。野
村さんが初めて作業所を訪れたのが
25歳のとき。当時は火葬場のふもとで
ときどき灰が舞うような環境にあり、
「21世紀にもなろうというこの時代に、
なんちゅう場所や！」と衝撃を受けた
そうです。
「転職の選択肢はいろいろありましたが、
おうみ作業所が気になった理由がふ
たつ。ひとつは利用者の障害がすごく
重かったけどみなさん大変明るく笑顔
いっぱいだったこと。なんか、ほっとけ
へん、ここに加わりたいなって気持ち
になって。もうひとつは、この奥まった
環境を出て、近江八幡の地域の中に行
かせてあげたいなって思ったことです」
　1998年、おうみ作業所に転職する
と、2002年には現在の岡山学区への
移転がかないました。小学校の目の前
に作業所があることは、とてもめずら
しいことで、地域の人たちの理解と、

懐の深さを感じたといいます。「皆さん
にはすごく感謝しています。地域のこ
とにはなるべく参加したいと思ってい
るし、いろいろな形で恩返しせなあか
んなと思っています」と野村さん。
　現在、おうみ作業所として積極的に
取り組んでいる活動のひとつに、岡山
小学校との交流があります。４年生に
向けたふるさと学習にゲストティー
チャーとして招かれたり、先生と一緒
に地域の発展について話したりします。
「3年生との交流は10年以上続いてい
ます。作業所とは何か、どんな人が利用
しているのかなどを話した後、必ずおう
み作業所の見学会、体験会をやります。
利用者さんとの名刺交換会はお互いの
ことを知り合える大切な時間です。“好
きな食べ物はハンバーガーです”とか
書かれたカードを直接交換することで、
ざっくりと“障害者”じゃなくて、個人と
個人が向き合った関係が生まれます」
　子どもたちからは「なんで、あんなに
動き回ってはるの？」「治らへんの？」

など純粋な質問が出ます。小学校3年
生ぐらいの年齢が、「かわいそう」など
の感情を挟まず、人として、ピュアにか
かわりあえる一番いい時期だそうです。
　野村さんがおうみ作業所に転職して
25年、施設長になってちょうど10年が
たった2023年、「Den-en Kitchen」
というカフェを併設した２つめの作業
所「きみいろ」が誕生しました。「特殊
浴槽や天井走行リフトなど、医療ケア
に対応できる施設の必要性を感じた
こともあるのですが、地域の人たちが
気楽に来てくれる作業所にしたかった
んです。カフェや多目的室を地域の人
に使ってもらって、ワークショップなど
もやってほしい。きみいろがコミュニ
ティの中心となって、気が付いたら『あ、
ここ作業所やったんですね』という感
じになったら、しめしめですね」
　作業所の利用者を「仲間たち」と呼び、
おうみ作業所で働く人たち、仲間たちの
魅力を、もっと地域の人に知ってほしい
と願う野村さん。「ふれあうことで、ハッ
ピーで人にやさしい町になるんやないか
な」。きみいろの開設をきっかけに、地
域との交流がより一層深まっています。

インタビューのロングバージョンは、
「NO-MA YouTube チャンネル」

にてご覧いただけます。

▼ 作品解説をする広瀬浩二郎さん し
い
お
友
だ
ち
の
家
に
お
じ
ゃ
ま
し

て
、ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
も
の
を
さ

わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
感

覚
。作
品
の
新
た
な
魅
力
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、特
に
大
切
に
し
た
こ
と
に
、

会
場
の
一
部
を
暗
く
す
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。視
覚
優
位
で
は
な
く
、

触
覚
優
位
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、

否
応
な
く
触
覚
に
集
中
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
ま
し
た
。で
も
、暗
い
場
所

だ
け
の
展
示
だ
と
、「
非
日
常
の
体
験

を
し
た
」で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、ま
た

視
覚
中
心
の
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
い

ま
す
。明
る
い
状
態
で
も
作
品
を
さ

わ
っ
て
も
ら
っ
て
、理
想
と
し
て
は
、

「
見
る
の
も
い
い
ね
、さ
わ
る
の
も
い

い
ね
、両
方
で
鑑
賞
す
る
と
楽
し
い

な
」と
な
っ
て
ほ
し
い
。非
日
常
と
日

常
を
つ
な
ぐ
と
い
う
意
味
で
、明
る
い

場
所
で
の
体
験
を
最
後
に
入
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、僕
な
り
に
こ
だ
わ
っ
た

部
分
な
ん
で
す
。
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大津能登川長浜線

▲  至 大津
至 安土・彦根 

▲

至 近江八幡駅
▼

至 国道８号
▼

▲
至 長命寺

八幡小学校

八幡商業高校

八幡
中学校

ヴォーリズ
学園

八幡商業高校
第２グラウンド

尾
賀
商
店

三松
ヴォーリズ
記念館旧増田邸

近江西川
旧
八
幡

郵
便
局

白雲館
（観光案内所）

（株）近江兄弟社
旧西川邸（重文）
歴史民族博物館
市立資料館

旧伴家住宅

和た与 明治橋
あまな

初雪食堂
HOMEPICNIC STOREHOUSE

ほりかふぇ
かわらミュージアム

おうみや湖魚の佃煮
織源

日牟禮八幡宮クラブ
ハリエ

たねや

八幡山ロープウェー

旧吉田邸

まちや倶楽部

アンドリュース館

酒のさかえやカネ吉八幡店

サガミ

八幡
コミュニティセンター

乳児保育所

八幡幼稚園

八幡神社

公園

西光寺

食堂
ヤポネシア

市

Kolmio

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

野間
清六邸

ガスト

スギ薬局
モービル

ラーメンどんたく

玉木

小幡

小幡上筋

中村町

市役所口 出町
音羽町

県道多賀多賀

1

２

３

５

６

7

8

専
用
駐
車
場（
５
台
）

市営小幡観光
駐車場（有料）

多賀観光
駐車場
（有料）

NO-MA

大杉町八幡山ロープウェイ口

八幡堀
ボーダレス・アートミュージアム NOーMA

滋賀県近江八幡市永原町上16
TEL/FAX  0748-36-5018
休館日：月曜日
（月曜日が祝日の場合は翌平日休館）

E-mail  no-ma@lake.ocn.ne.jp
https://no-ma.jp

バス　JR近江八幡駅から近江鉄道バス（長命寺行き）大杉町八幡山ロープウェイ口バス停下車徒歩8分。
車　　名神高速道路・竜王ICより「近江八幡・国道8号」方面へ。
　　　国道8号「西横関」右折、「東川町」左折。県道2号「小船木町」右折、「出町」左折。（計30分）
　　　JR近江八幡駅から徒歩30分、自転車10分。

Access アクセス

Ｎ
Ｏ
-Ｍ
Ａ
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
に
加
え
て
、

S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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公式Facebook
� museumnoma

NO-MAアーカイブ
https://no-maarchive.com/

NO-MA公式サイト 
https://no-ma.jp/ 

��

��

公式Instagram
� museum_noma

公式X（旧Twitter）
� museum_noma

NO-MA YouTube
チャンネル

�

��

【NO-MA館長のつぶやき】　大西暢夫

　2023年の夏、カメラマンであるこの僕が、ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡの館
長になった。数か月前からそんな話があったが、聞き流していた。組織に属することが初め
てで、戸惑いしかなかったからだ。
　まだアール・ブリュットという言葉が馴染みのない時代。当時は障害者アートやアウトサ
イダーアートと呼ばれることが多かった。そのころから、絵や陶器の作品などの写真を撮り
続けていた。小さなものから、重たくて、２人がかりでしかスタジオに運び込めないものま
で、次に何が来るのか予想すらできないものが次々と目の前にやってきた。撮影するのも、
そのたびに設定を変えなくてはならなかったから、「作品に大きさや素材の定義を作ろ
う！」なんて、ジョークを言いたいほどだった。
　アウトサイダーアートからアール・ブリュットという言葉が主流になり、今や福祉業界だけ
でなく、いろいろな人たちが交わるようになったことは、大きな広がりだったと思う。人を動
かすエネルギーが、これらの作品にはあったんだと実感した。言葉を世間に定着させてき
たＮＯ-ＭＡの役目は大きかった。その先導役だった絵本作家のはたよしこさん。彼女の存
在があったからこそ、方向性も明確だったし、作品として世に旅立っていったのだと思う。
　館長をやるからには、はたよしこさんに会うしかないと、スタッフとともに８月に会いに出
かけた。はたさんとは、作家や作品と出会うために日本中を駆け巡った。移動中の電車の中
で、ビール片手に作家の魅力を語る。作品を目の前にすると赤信号でも飛び出すような無邪
気な姿は、忘れられない。
　そんなはたさんが、引退され数年。自宅近くで会い、しばらく横に座り、話し続けた。
「はたさんが築いてこられたＮＯ-ＭＡを、僕が引き継ぐことになったのですが、いいですか？」
そんな会話をした後、か細い声で「大西さん……」と、返ってきた。言葉を滅多に発しないは
ずのはたさんだったが、この一言に、すべてを受け入れてくれたんだと、涙腺が熱くなった。
　新人作家を掘り出すことばかりがＮＯ-ＭＡの役目ではないということを思っていた僕は、
作家やその家族を見守り続けることも役目ではないかと感じていた。障害と向き合う先に、
アートがあると信じ、それを生み出した家族や生活環境を見続けることが、まさに社会福祉
法人が運営する美術館なのではないかと思う。そんな希望を持ちながらアートが持つ力を
ＮＯ-ＭＡという場で続けたい。
　組織には未だ馴染めないが、少しずつ慣れていこうと思う。

「borderline ボーダーライン」という言葉に
は、「境界」「境目」という意味があると同時に
「どちらともいえない」「曖昧な」といった意味
が含まれています。本展では、美術作品を作
ろうとせずしてできた作品や、形状は使用用
途を思わせるのにその用途がない作品、また
自分が使用するためだけに作ったものが美術
作品として評価を得た作品や、使用用途を無
くして作品にしてしまったものなど、用途とは
何なのかを問いかけてくる作品を展示します。

2024年3月9日土～6月16日日
11：00～17：00  月曜休館（祝日は開館、翌平日休館）

会場： ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ

観覧料： 一般300円（250円）、高大生250円（200円）
　　　 中学生以下・障害のある方と付添者1名無料
　　　 ※（　）内は20名以上の団体料金

〈主催〉 ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ、
　　　  社会福祉法人グロー(GLOW)～生きることが光になる～
〈後援（予定）〉 滋賀県、滋賀県教育委員会、近江八幡市、
　　　　　   近江八幡市教育委員会
〈協力〉 近江八幡観光物産協会、しみんふくし滋賀、
　　　  マエダクリーニング仲屋店
〈出展者〉 山田浩之、高丸誠、下田賢宗、山ノ内芳彦、
　　　　 臼井明夫、山﨑菜那、株式会社ジオ

ＮＯ-ＭＡ次回企画展
「Borderline」

＜NO-MAグッズのご案内＞

作品のメモ帳やトートバッグなど、NO-ＭＡのミュージ
アムショップやホームページからお買い求めいただけ
ます。

トートバッグ
1,000円

メモ帳
380円

＜NO-MA企画展グッズのご案内＞

2023年7月29日から9月18日まで開催した企画展「並
行世界の歩き方 上土橋勇樹と戸谷誠」の図録を、ＮＯ
-ＭＡおよびＮＯ-ＭＡホームページにて販売していま
す。また、過去に開催された展覧会の図録や関連書籍、
ポストカードなども取り扱っています。ぜひ、お求めく
ださい。

並行世界の歩き方
上土橋勇樹と戸谷誠

〈価格〉 1,500円（税込）

〈ページ数〉 52ページ

〈サイズ〉 22.5×28.0cm


